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シリコンフォトニクスの光インターコネク

ション応用において，高性能な光変調器の開発

は最重要課題の一つである．我々は格子シフト

型フォトニック結晶導波路 (LSPCW) の低分

散スローライトを利用し，通常のリブ型よりも

小型かつ低電圧動作可能で，共振器型よりも広

い動作波長範囲をもつデバイスを目指してき

た 1)．これまで，群屈折率 ngのゆらぎが変調特

性に与える影響を広い波長範囲で調査し，波長

幅 = 16 nmでの25 Gbpsエラーフリー変調を

実証した 2)．一方で，スローライトと RF信号

の大きな群速度差により位相不整合が生じる

ため，ngが周波数応答を制限することが確認さ

れた．そこで今回は，広い動作波長範囲の周波

数応答を詳細に調査した． 

測定したデバイスは，3列目格子シフトによ

り典型的な広帯域スローライト ( = 1550 ~ 

1558 nm) を示す長さ L = 200 mの LSPCW を

位相器としている．入力光の波長を 0.02 nmず

つ変化させ，各波長での EO 周波数応答をネッ

トワークアナライザにより測定した．測定され

た周波数応答の一例を図 1に，周波数応答の波

長に対する変化を図 2(a)に示す．3 dB遮断周波

数は 10~15 GHz にあり，細かく振動した．ま

た特に変化が大きい波長域も現れた．このよう

な特性は複数回の測定，異なるデバイスチップ

において観測された．同一波長での測定を約

80分間，25回繰り返したときのゆらぎは1 GHz

以下であったため，これらはデバイスの波長特

性，特に ng のゆらぎが原因と考えられる．全

ての波長域で安定した 25 Gbps 変調を得るに

は，遮断周波数を 5 GHz 程度引き上げる必要

がある．また，ngのゆらぎは円孔の製作揺らぎ

による内部反射と LSPCW 端面での反射が原

因であるため，より高精度なプロセスの利用，

および Si 細線導波路との接続構造の改善によ

る平坦化が期待される． 

なお，本研究は NEDO「光エレ実装プロジェ

クト」の援助を得て行われた． 
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図 1周波数応答の測定例．灰色の線が生データ．

黒色の線が移動平均化したもの． 

1550 1552 1554 1556 1558

n
g

10

15

20

25

30
(b)

f
[G

H
z]

0

10

20

30

40

-20

-15

-10

-5

0

-3dB

(a)

E
O

R
es

p
o
n
se

[d
B

]

Wavelength  [nm]  

図 2 (a)各波長での周波数応答．図 1 のように

移動平均化した周波数応答を示している．(b) 

ngスペクトル． 
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